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６．研究活動の現状

分子科学研究所は，現在，理論・計算分子科学，光分子科学，物質分子科学，生命・錯体分子科学の４つの研究領

域とそれらを繋ぐ協奏分子システム研究センターおよび，メゾスコピック計測研究センターで研究基盤を構築してい

る。協奏分子システム研究センター（２０１３年４月発足。分子スケールナノサイエンスセンターを改組）では，多重

の階層を越えて機能する分子システムを構築することを目的とした研究を展開している。メゾスコピック計測研究セ

ンター（２０１７年４月発足。分子制御レーザー開発研究センターを改組）では，広い時空間領域で階層間のエネルギー・

情報の変換を可視化する新しい計測手法の開発を目指す。分子機能の開発と機能を計測する研究を組み合わせること

で，分子科学研究所の特徴を活かしつつ，新しい分子科学研究領域の開拓を目指す。また，自然科学研究機構直属の

組織「生命創成探究センター」（２０１８年４月発足）は，岡崎３機関の共通研究施設として２０００年に設置された岡崎

統合バイオサイエンスセンターの成果をさらに発展させるべく，岡崎３研究所（基礎生物学研究所，生理学研究所そ

して分子科学研究所）の研究力を統合した活動を展開している。さらに，極端紫外光研究施設（UVSOR）を始めと

する研究施設を擁し，分子の構造と反応と機能についての先鋭的な基礎研究を進め分子の新たな可能性を探っている。

２０１９年度には，産学官の連携研究を推進することを目指して，「社会連携研究部門」を新設した。ここでは，コンソー

シアムを作り所外からのニーズを反映するオープンイノベーションの拠点として研究室を運営する新しい試みとして

「小型集積レーザーコンソーシアム」を発足させ，平等拓範特任教授に着任いただいた。２０１８年度から，新たな試み

として分子科学分野を世界的に牽引することが期待される卓越教授，および，施設の高度化などを担う人材として主

任研究員の２つの新しい人事システムが始まった。２０１９年度からは，分子研の共同利用の施設や設備の高度な利用

を目指して，所外の研究機関との協定に基づき，クロスアポイントメントによる研究人事を開始した。これまでの人

事制度と併せて，分子研を支える重要な人材を所に迎えることで，研究所のさらなる活性化が期待される。




